
本咋和のP.79を参只q)｡

(文･TT:岩本光雄 )

ニホンザルの地域変異

期 日:昭和60fr:3月18日 (月)

場 所 :'Dia瑚研死所会談ti;

参加者 :20名

プログラム

1.ニホンザル地域変異に関する研究の現状と展

望 渡辺 毅 (京大 ･霊長研)

2.ニホンザルの形頂に見られる地域変異

(1)頭蓋骨の分析

,-RI.口末寿 (京大 ･理 )

(2)成長の観点から

浜田 桟 (日本モンキーセンター)

(3)体毛の分析

稲垣晴久 (日本モンキーセンター)

3.白血球型抗原からみたニホンザルの地域変異

野口淳史(筑波大 ･基礎医)

討論者 :川本 芳 (名大 ･農)

峰沢 満(京大 ･詔長研 )

世話人 :渡辺 毅 ･毛利俊雄 ･庄武孝丑･

杉山幸九･鈴木樹理

この研究会は,共同利用研究計画課超ニホンザ

ルの地域変異に関する研究 (5カ年計画 )の実施

後2カ年を経過した段階での中間報告と今後の研

究方向を模索するために企画された｡各地に生息

するニホンザルについてのさまざまな分野からの

データが蓄机され,地域変異の実態がかなりの程

度明らかとなってきている｡今回の研究会では,

従来亜種とされてきたヤクニホンザルの位置づけ,

隔離柴田とみなされる房総や幸畠のニホンザルの

指炎性,中間にデータの空白地相をひかえている

下北半白のサルの特徴などについて試論がなされ

た｡分析のための史料は一朝一夕に得られるよう

な性格のものでなく,地道な努力が今後とも必%T･

とされるが,当面白山地域と占喜久応での調光を実

現しようとの忠志確認がなされた｡

(文ifl:泣辺 毅)

4.計画研究の成果あるいは現

状報告の概要

昭和59年度で以下の6課題の ｢計画研究｣が当

初予定した研究期間を終了した｡これらはいずれ

も ｢計画研究｣第-号であったので,企画 ･立案

と推進の任に当たった万々はそれなりに苦労をさ

れたであろう｡ ｢計画研究｣については実施期間

中にそれなりの成果を収めつつあり,今回,共同

利用委員会としてはそれらの成果あるいは現状報告

の概要を紹介していただくことにした｡

1) マカクの調教過程における形態 ･生理 ･行動

の研究

推進者 :河合雅雄+･江原旧告･岩木光雄 ･

松波誹一 ･技野俊夫 ･前 桁代 ･

木村 nt'

(書は代衣者,叫 ま8昨日に加わった)

昭和57年度発足の計両研死の 1つとして8咋計

画で開始したものである｡57咋皮の計画研究耶13,

58年度の同郡5,59咋皮の同郡6にあたり,次の

ような趣旨説明のもとに公罪が行われた｡

くマカクを日本の伝統芸サル廻しの調教法によ

り調教し,その間の成長変化を形態的 ･生理的･

行動的各側面から追跡し,諸外国の調教方法とも

比較,この試みを通して多方面で利用されている

実験動物としてのマカクの適性も吟味する｡)

本計画研究への所外よりの応募は予期より少な

めで,分野も多岐にはわたらなかったが,調教師

関係の多大な協力もあって,小規模ながら活発な

研究が行われた｡各年度の途中成Inl･については本

年報のVol.13(P.49-50),Vol.14(㍗.47-

48).Vol.15(P.43-44)にr淵迎の記錨があり,

また本Vol.15(㍗.78)に,まとめとして行った

ミニ研死会についての.1己録があるので参照されたい.

ここでは,以上のような記長引こは必ずしも現われ

ていない側面も含めて,経過の概要を記すことに

する｡

まず,木研兜に関係した主要メンバーのうち,

所外LM係者を,記述の便宜上もあって,グループ

別に記せば次のとおりである｡

岡田 ･石印グループ :岡田守彦 ･石田英夫 ･木
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村賛 ･山崎信寿｡全員が,霊長叛研究者の間でロ

コモーション研究グループと呼ばれてきたグルー

プに属している｡

葉山グループ:葉山秒夫 ･岡本勉 ･沢田敏｡関西

医科大学関係者である｡

村崎義正グループ:村崎義正 ･村崎節子･陳自鞄｡

周防猿まわし会の会長ほかである｡

村崎修二グループ:村崎修二 ･藤広富夫 ･村崎知

雄 ･登板光雄 ･勝川良一.泣舞座の座長ほかであ

る｡

以上所外各グループの代表者 ･関係者と所内の

推進者グループは昭和57年6月 lEl,詔長短研究

所に集まり,本研究に関連する懇談と実行上の打

合わせを行った｡以後3年間にわたる研究経過は,

結果的にはほこの時の打合せどおりとなった｡そ

の経過は次のとおりである｡

(1) 村崎修二グループにより,約 1.5才オスの

カニクイザルの初期調教が,約3カ月にわたり犬

山郊外で行われ,直立二足歩行の調教が修了した｡

推進者からは主として,岩本 ･浅野がこれに対応

した(57年度 )｡

(2) Fix;長類研究所形態基礎研究部門実験室にお

いて,村崎義正 ･陳白龍の両名を調教師として,

約 1.5才オスのニホンザルに対する初期調教が行

われ,約1週間で,完全に直立二足歩行の調教に

成功した｡これには推進者のほとんどが対応し,

他の所内研究者も多く立ち合った｡なお,この関

連の座談会記録が,アニマ12巻 1号(1988年1月

早,P.30-38,平凡社)に掲載された (57職 ｡

(3) 実験設備等の関係から主として大阪大学人

間科学部において,(1)(2)によるサルを含め,両村

崎グループ保有のサルに関し,ロコモーション研

究の立切からの実験的研究が行われ,推進者がわ

からは岩本･木村 (59年度)がこれに加わった｡

(57-59年度 )

(4) 同じく実験孟誹古等の関係から王として関西

医科大学において,また上記と同様のサルについ

て,Ⅹ線投影関係の研究史料を得た｡これにも推

進者がわから,岩本 ･木村が加わった(57-59年

皮 )｡

(5) 上記(2)のニホンザルにつき,同じく形態研

究部門実験室を調教場として,村崎義正による芸

仕込みの調教が行われた｡約 1週間で竹馬乗りの

調教がほほ完了した｡この場合の所内対処 ･立ち

合いも(2)と同様である(59年度 )｡

以上の8年間にわたる経過をふまえ,昭和60年

2月22日,霊長研究所において本計画研究 しめく

くりのためのミニ研究会が行われた｡前述のように

これについては別に記録をとどめた｡この計画研

究を足場として,今後なお得られた結果の分析の

みならず,今後の調教経過の追跡も行われ,成架

が随時とりまとめられる予定である｡なお良後に,

本研究には多くの方々から協力をいただいた｡心

より謝意を表する次第である｡

(文讃 :岩本光雄 )

2) ニホンザルを主とした霊長類の初期発達過程

推進者 :松沢哲郎.･後藤俊二 ･波辺 毅 ･

竹中 修 ･室伏靖子

昭和57年度に ｢計画研究｣方式の共同利用研究

が発足した｡それ以前から所内では,形態学 ･生

化学 ･心理学 ･実験動物学といった分野の研究者

が,ニホンザルを主対象として出生直後からの発

達過程の研究を協同してはじめていた｡他方,柄

外の研究者も,設定諜超 ｢詔長類の生長 ･発遜｣

のもとに共同利用研究をおこなっていた｡計画研

究方式の発足を契機として,所内外の研究者が共

同して ｢詔長類の初期発達過程｣にかんする多面

的研究をしようと企図したのがこの計画研究であ

る｡割愛せざるをえない応募もあったが,計5件

が採択されて3年間の計画研究をおこなった.う

ち1件は良終年皮に採択 されたもので,ニホンザ

ルのコミュニケーション行動の発達にかんする生

態学的･行動学的研究(水原洋城 ･木村光仲 ･竹

内誠也 )である｡これは次年度以降も継続の予定

であるので,ここでは3年間継続して採択され研

究を一応完了した4件について,研究経過の概要

を報告し,計画研究のとりまとめとしたい｡

浜田槙 (京大FiLZ長研,日本モンキーセンター)

は,形態学の観点から,手の骨格の発遂にかんす

る縦断的研究とそれをもとにした蛭間比較をおこ

なった｡ヒトにおける研究で,手の骨格の先述は

全身の発達程度を知る良い指標であることが広く

認められている｡まずマカク各種の手根骨のX線

写宍像の輪郭を,フーリエ解析によって ｢形｣と

｢大きさ｣に分離して記述する方法を開発した｡

マカクの場合,手根骨の形は生後急速に充適し,

2.5-3才で完成する｡他方,手根骨の大 きさは
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5-6才で完成することがわかった｡さらにTW

2法に畔拠した手の竹松の発超評価を試みた｡そ

の紙札 マカクの=T･-の1'1糾 ま,ヒトに較ぺて非7話

に叩く発通し,出生時すでにヒトの約5才に,1

才時では約18才に相当することがわかった｡マカ

ク屈内では,カニクイザル系統が他と悦べて遅い

ことがわかった｡頬人;Flの日和も加えて,手の冊

枯および生体計nrJによる身体成LZの比較研究が進

行中である｡

根ケ山光一 (大阪大学人間科学部 )は,霊長類

における初期母子関係の柱間比較をおこなった｡

マカクを主とした飼育下の10位の母子関係を観察

したところ,｢淡白型｣と ｢枯苓型｣に分類でき

た｡淡白型を代表するボンネットザル,枯前型で

あるタイワンザル ･ニホンザルの3柾については,

生後6か月間にわたって同柾円で母親のとりかえ

実験をした｡ボンネットザルでは,非母子対であ

っても排他性の低いことがわかった｡排他性の強

いタイワンザルでも,生後0.5か月日の実験では

母親による子の識別に混乱が認められ,排他性の

成立にも日数を要することがわかった｡母乳成分

の分析等にも若手し,母性の成立要因にかんする

検討をすすめている｡

鳥越陸士 (広島大学教育学部 )は,詔技掛 こお

ける対象授作の系統発生と個体発生について検討

した｡74柾に及ぶ広汎な柾を対象として,ロープ

と抗木に対する操作の行動目録つくり506位の行

動型を識別し22の上位カテゴ.)一にまとめ,出現

する行動型の柾間比較をおこなった｡さらにニホ

ンザルについては,特定対象追跡 (focalobje-

ct sampling)法という新しい手法で,対象挫作

の加齢変化を放飼群 (嵐山D群 )で観察した｡6

か月齢までに主要な操作様式が出現したが,それ

以降でも7歳まで対象への接触時間は増加を示し,

手指や足の蚊用も増えることがわかった｡生後の

6か月間については,姿勢や移動様式の発選につ

いても詳細な観察をおこなった｡なおハンマーな

ど道具として機能しうる対象物を与えて,対象操

作から道具使用への発展の柾rLi】比掛 こ荊手してい

る｡

田中白人 ･竹下秀子 (方.:大数Iff学部 )は,ヒト

で確立している発遜検査の技法をもらいて,FJi'Li

類乳幼児における姿勢および知覚迎動機能の発道

にかんする柾問比較をおこなった｡ポイク法に畔

拠した姿勢反応検査によってニホンザル乳児の生

綾6か月間の姿勃発適をみると.1)Lt:後0週齢で

は的筏肢の周帆 2)1i耶 詣以後は前肢の伸屡支持

反応,8)4i耶 缶以後は後肢の伸;u卓支1!j反応が山現

し,4)12i那詩以筏はホッピング.拭行における片Du

綾肢のふみ山し反応の山現という段桝的先述のf)求

相があきらかになった｡その後他のマカクや和人

柏およびヒトにおいて,この姿勃先述のng押 性は

共通することが判nJ]した｡姿勢促梢や移動迎動の

発運と関連して,ピドスコープでみた抜地手'-IPの

形状も対応した変化を示す｡さらに手脚 こよる対

象操作の発達,追祝の出現と変化,銃映像に対す

る反応等のヒト乳幼児の認知的発達険在袖 じて,

霊長類柾間の共通性と柁特発性を明らかにした｡

これらの研究は,初年度は主としてニホンザル

を対象としてすすめられた｡その後チンパンジー

やオランウータンの新生児の研究が可能とな り,

マカク･芙Ti人招 ･ヒトという大まかな分校抑 こつ

いて,あるいはマカク屈円の柿間焚兜につLTては,

それぞれの侃点から比較ff料を提示できるまでに

研究が巡脚した｡各印度ごとに研死経過の和/Bと

相互討論のための切を設け,氾終咋皮にとりまと

めの研究会を実施した｡今後は,胎生糊にまでさ

かのぼった初肌発道の研死,さらに加齢のEIり出も

含めて偶作の生活史の全般を見地せるJ:うな先述

研究へと展開していくことが5'ほ れる｡なお研究

成果の一部は,すでにPRIMATES,qJ曙lガ軒伴 ,

人柄学稚乱 刺物心ql･IP:咋稚捌 こ矧は公式されて

いる｡

(文ifl:松沢哲郎 )

3)霊長類の歯牙の機能形態学的研究

推進者 :野上裕EE'･相見 満,瀬戸口烈司

霊長類の歯牙に見られる多様な形態変5'd･とその

機能の関連を追求することによって,iIZ技棚系統

諭への新たなアプローチを開拓すべく;ntJji:された

計画研究であるo研究遂行の基礎ff料は,当研死

研究科蛋fI1会が保有している千放古仏の現生㍊技

IUl冊格tll,発本,数百胴の荊三紀化石㍊技yJl快矧 IT!木

が巾心である｡このよう7:i伐木Ulの完仰している

研究機関は日本には他に例を見ず,Lf:がってそ

れらのff料をJLIE礎にした研究の逆行は,-)E同利用

研究機Luとしての当研死所のはたすべき栽務のひ

とつと考えるべき性格のものである｡
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実施された研究は,まず,化石種を対象とした

研究と,現生種の解析を主眼にした研究に大別さ

れる｡化石畦の研究のひとつ,｢第三紀霊長頬の

歯牙の比較形態学的研究｣ (京大理 :亀井節夫,

久家出之,広田清治,平山贋,大野照文)は,当

i.ir両研兜の発展すべき方向を示唆する根本開延を

以起した研究であった.食肉頬や有蹄類の歯牙の

形態進化との比較から,詔長獄の進化過程には,

午.'j殊進化と一般進化が認められるので,両者の関

係を明らかにする必要性が強く指摘された｡その

朋析のためには,摂餌様式と下顎の運動様式,さ

らに地坪の攻粍による唆粍面の発達程度の研究の

IJTi出仕が強調された0

校托i巾の研究は,化石軽を対象にした ｢原始詔

LiWIの大臼歯の形態とそれに伴う機能について｣

(.R院大歯 :中根じゅんこ),現生柾の解析を主

日脚こおいた ｢霊長類歯冠表面の磨托面の面稲と磨

托投による機能形態学的研究｣ (独協医大 :羽合

IJl彦 )にひきつがれるかたちとなった｡これらの

研光の結氷,攻托面や磨耗痕は,食物の性質より

むしろ出の動きや各面および痕との相互関係との

Lu池でとらえるべきであると考えられるにいたっ

た｡これらの研究では,個々の歯に生ずる攻耗面,

雌柑ilの相同関係の設定が第一義的に重要な課延

であり.相同関係の解析から系統関係の再構成の

道をひらく,重要な志味をもつ研究と位置づけら

れる｡しかし,幽列全体の中での攻耗面の形成機

序の耶折までは至っておらず,今後も継続して遂

行すべき孤也として班されている｡

凶を個々のものとしてとらえるだけではなく,

出列全休としてとらえる研究は,｢詔艮頬の歯に

Luする性的二型の分化機f馴こついて｣ (愛院大歯

:山山仲之,川本浮子 ),｢新世界ザルの歯牙の

変相 こLuする研究｣ (独協医大 :茂原信生),｢詔

u知日こおける歯の形の比較解剖学的研究｣ (愛院

火的.'山LI]博之 )で遂行され,それぞれの問題意

.泡にしたがって解析がおこなわれた.これらの研

'jNt.気.1'上村こついても,亀井らが指摘した特殊進化と

一般進化との区別をあてはめる必要があるように

.lJlえるが,研究の例数があまり多くないので,覗

時点では,まだ,そこまで至っていない｡

山井らが指摘したもうひとつの観点,歯の機能

と下mJlの運動様式との関連は,｢霊長矧 こおける

出の謂形質と下顎骨形態との関係に関する機能解

剖学的研究｣ (日本松戸歯 :尾崎公,金沢美作,

関川三男,上明戸芳光)によって研究されている｡

歯牙一歯列一顎骨は互いに影響を受けながら成長

するが,それらの影響の仕方については,まだ十

分に解明されていないので,成果が注目される研

究である｡形態モデルを設定して,機能師別学的

シミュレーションが行われる予定になっているか

ら,この研究結果は,上記諸研究の成果を統合さ

せる核をなすものと期待されている｡

上に述べた諸研究は,すべて,硬組織に関する

研究である.歯を顎骨円で支持している歯周組織

の間超は,｢歯と歯周組織の機能的および増齢変

化に関する超微形態学的研究｣(束歯大 :m熊庄

三郎,柳沢孝彰,東田久子 )によって研究が開始

された｡歯の支持と密接に関連する歯と歯周組織

の結合の関越は,ヒトについては研究例は多し切;,

霊長矧 こついてはほとんど研究されていないので,

当研究は新分野を切り拓くものと期待されている｡

以上のように,本計画研究には,個別の聞雌志

詔から多分野の万々が参画された｡研究には,つ

ねに,エラボレーションとインテグレーションの

問題がつきまとうが,本研究では.古生物学サイ

ドからインテグレーションのための指針が提示さ

れた｡この提示によって,本来別個のものであっ

た諸研究が,よほどまとまりのあるものになった

ことは,当初予想していなかったことである｡計

画研究実施途中から参画された研究は,引き続い

て研究継続中であるので,総とりまとめには,令

なお時間を要する｡

(文台 :瀬戸口烈司)

4)前頭連合野の抱能と解剖

推進者 :久保田完が･松波謙一 .三上章允 .

松村道-

57-59年度の3年間で9件,5研究グループを

受け入れた｡前頭迎合野の機能の研究は日本国円

では精力的に研究しているグループがあるので多

くの参加を期待したのだが,有力グループの参加

が得られなかった 〔2つの理由が考えられ,1つ

はすでに自力でサルの研究システムを持っ¶ るヽ,

2つめは計画研究の規模(サルの配頭数と窪田)が

小さすぎて参加してもメリットが少ないことであ

る〕｡角柁rj学の研究でもサルの入手が困難なグル

ープの参加がみられる｡国内でサルで梢力的に研
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究しているグループからの参加はない｡

3咋問の研兜で拍大の成架をあげたのは有岡田

夫 (大阪大 ･医 ･助教授)で那-の菜鰍 ま視床手ヲ

内側の前iT7fi迎合野からの投射線維の所汐Tlについて

の発見である｡これには酒井正規 (岡山大･Pr!･

助教授 )の協力も大きかった｡it11Jp7i迎合野からの

視床鞘内07]1核への投射は那五,耶六屑にみられ,

それらがコラム状に配列していることを見つけて

発衣した(T.Arikuni,M.Sakai,andK.Ku-

bota,Colunmaraggregation ofprefrontal

andanteriorcingulate corticalcells

projecting to the thlamicmedicdorsal

nucleus.in themonkey･･J･coTnP･ルW･ol･
220:116-125,1983)｡
視床への皮門投射は約6屑にあるという報告が

あるが耶5屑にもあるということが新しかったし,

祝休投射にコラム稲造があるという点 もWTしかっ

た｡前頭前野にもコラム川道のあることは数咋前

より報告が出はじめており,機能を考えるのに必

要な発見であった｡

有団氏の後半の研究は前頭前野から尾状核への

投射の研究である｡尾状核を手術で琵出して,直

視下にホースラディッシュ･過酸化水素酵素を注

入するので.皮質を全く傷つけないで注入可能と

なる｡今までの常識とは取なり,約4屑の小型細

胞が尾状核へ投射していることを見付けた｡投射

層が第3-6屑まで及ぶという新発見であった｡

この成果は昭和59年北米の神経科学協会の大会で

発衣し,日下厄終論文をi!Iいている所で完了して

いない｡

藤井正子 (浜松医大 ･解剖･助教授 )は無名領

との線維結合を主に調べたのであるが,最初の2

年間,ホースラディッシュ･過酸化水素酵素の注

入方法のやり方を暗中模索していて,うまく標的

場所に入れることに成功しなかった｡脳の深部に

あるので,頭芸底から視床下部への接近を試みた

がうまくいかなかったがやがて成功した｡耶8昨

日には本人に外国出張の3:riI加 ;発生し,年度末に

なってやっと実験にかかった所である｡発IIRをす

るにはまだ例数が足りないので出来ないでいる｡

酒井正位J(岡山大 ･flB･助教授 )はドーパミン

と細胞川平の関係を調べるため,まず前頭前野の

ドーパミンを敗色する技術を開発しようと試行錯

続 き行われ, ドーパ ミン感受性神経細胞の層状分

布についての知見がまとめられた｡

米田継武 (順天堂大 ･体育 ･講師 )の研究はサ

ルの手の筋肉の筋運動単位の機能的性質が人間の

それとどう違うかをみること,及びそれに対する

退勤野からのコントロールの影響をみることであ

った｡サルの訓練をはじめて,滞在期間を自力負

担で大巾にのばして努力したが,まとまった結果

を得るには至らなかった｡

景山直樹(名大 ･医･教授 ),口脇博冶 (名大･

医 ･助手 ).平井ia咋(名大 ･医 ･医局員 ),高

田宗春 (名大 ･医 ･大学院生 )は大がかりな実験

チームを組織し,lJIJiTqi粥を圧迫して脈圧を冗進さ

せ,脳待環動倍の変化をくらペ,柄的症状発生に

至る経過を耶析Lfifriなデータを紺た｡従来,イ

ヌ.その他の下､Ti動物でfUられたデータと人間の

臨床データとをつないで統一的にW.耶する確論を

完成させることが出来た｡この研究は,この計画

研究が企図する主朋から少しずれているので,前

頭葉の機能と耶別の知見へのrl献は少ないもので

あった｡

以上のような稚過をへて諾r所研究は終ったが,

次のような閃斑点が指摘できる｡

1. 配分されるサルのU7i数が脈別学的研究には少

なすぎるので,サルのi7B奴がそろえば1年で完

了する研究が多年度にわたる｡

2.サルの生理学的な研死では貝山氏のような特

殊聞超を聯決するための実験では急性突験で成

功するのであるが,慢性実験で問題解決をはか

ると,共同利用の研究期間が短かすぎ,哲池の

職を持っている人は長期滞在ができない｡丁度

そのような理由で米田氏の場合は挫折した｡

3.前頭葉の機能と解剖を研究しているグループ

は10カ所もあり,日本は盛んであるからそのよ

うな風潮が謁まって来たのはnZ3和50咋itJTJ後で,

その気辺を本研死所の共同利用研死が助けたこ

とになる｡現に研究グループの1)-ダーの9割

は本研究所の共同別川で研究をして,自らの研

究ri壬を作って行ったといういきさつがある｡

話柄 研死の規模では大型の組織はつくれず,

また,訓内研死を行う時期が数年おそかったと

反省させられる｡

(文賓 :久保田競 )

誤をくり返したが成功しないうちに研究別間がす

ぎた｡しかしこの試みは神経生班研究部門で引き
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5) 組織プロテアーゼの生理的役割と分子進化

推進者:高橋陸治*･景山 節･浅岡一雄

(書は代表者｡但し59年度は景山･浅岡

の2名で景山が代表者になった｡)

この計画研究は,昭和57年度より59年度まで,

期間3年で企画 ･実行された｡推進者グループは

既に10年以上前から詔長類のプロテアーゼ,特に

胃ペプシノーゲン,臓器カテプシンDの研究に着

手しており,多くの成果を蓄積していた｡この背

景をもとに,さらに広 く霊長類プロテアーゼを検

討し,それぞれの生理的役割を明らかにすること

が重要と考えられ,この計画研究が企画された｡

このため推進者グループとしては,所外からプロ

テアーゼの広い分野に泣って研究への参加がある

ことを希望した｡しかしながら全期間を通じ,参

加諜雌の分野がペプシノーゲン周辺に偏った展開

になった｡このことは当初の想定からはずれた格

好になったが,結果的にはよかったのではないか

と考えている｡その大きな理由は,指導者グルー

プ及び所外参加者の相互の間で,専門分野が近い

ため研究の立案 ･実行の細かな検討が充分に行わ

れたことにある｡また計画研究全体が予算祝に顕

著に現われているように小規模なものであり,分

野が広がることにあまり適していないことにもよ

る｡この計画研究参加課超をもとに,斑終年皮

(59年度 )ミニ研究会が開催され,お互いの成果

発表と情報交換を行った｡

計画研究に応募のあった課超とその経過及び成

果は次の通りである｡

1)u長類血清ペプシノーゲンのRIAと臨床

応用及びiLZ長頬系統解明への応用 :三木一正 (栄

大 ･医).降旗千恵 (東大 ･医科研 ),一滴雅夫

(東大 ･医,57年度のみ)の参加のもとに3年間

継続して行われた｡この課題の目的はヒト胃ペプ

シノーゲンの各成分に対してウサギ抗体をつくり,

血清中の虫をRIA法により高感度に測定し,請

疾患との関係を明らかにすること,及び同RIA

法により各種詔長嶺ペプシノーゲンの交叉性の差

から系統関係を定立的に求めることの2点であっ

た｡前者に関しては,主成分のRIA法が早い時

期に確立され,胃を中心とした各種疾患の血清に

よる診断が可能になった｡既に束大病院において

実施 されている｡しかし早親胃癌検出の極めて有

力な方法になると考えられた微量成分のRIA法

は,59年度にほぼ1年を費やし行われたが,純粋

品を得ることができず,未完のまま終了した｡後

者の系統解明については,ヒト,ニホンザル,カ

ニクイザル間で明瞭な差が得られ,有効性が示さ

れた｡他のマカク,あるいは他種サルで試みるこ

とが急がれる｡

2)霊長類組矧 こおけるペプシノーゲン様酵素

について :森山昭彦 ･国枝靖子事 (名市大･医,

*59年度のみ)の参加のもとに3年間継続して行

われた｡森山は従来マカク属サルの肺にペプシノ

ーゲンC様酵素が分布していることを報告してい

た｡胃以外にペプシノーゲンが分布する例は極め

て珍しく,新たに計画研究の一環として,さらに

詳しく追求することを目ざした｡ニホンザルを材

料に進めたが,肺以外の各組織を調べた結礼 前

立腺にもペプシノーゲン様酵素が存在することを

見出した｡前立腺の酵素は完全に捕製され,免疫

交叉性及びその他の諸性質はペプシノーゲンCと

同一であった｡このことはペプシノーゲンCがい

わゆる胃ペプシノーゲンの祖先型であり,進化と

ともに胃に極在していく過程の名残りとして,一

部が肺,前立腺に残っている可能性を示すが,何

らかの重要な生理的意義をもっことも否定できな

い｡
3)詔長類脊髄のカルシウムプロテアーゼにつ

いて:石崎泰樹 ･黒川正則 (東大 ･医)の参加に

より59年度に行われた｡ペプシノーゲンを中心に

展開された計画研究のなかではやや分野を知にす

るものであり,計画研究に少し幅をもたせること

になった｡この課題は単年度という期間もあって,

参加者の従来の実紙をもとに,比較生化学的展開

が中心となった｡石崎らはウシ,ブタの脊髄の細

胞骨格に結合したカルシウムプロテアーゼを見出

しており,ニホンザルでも同様の酵素を確認し,

さ_6に精製することにより性質を詳しく調べた｡

以上簡単に計画研究の内容を紹介した｡実質参

加者は所外7名であり,諜出としては継続を含め

3匙iであった｡3年間継続した2諜出は,それぞ

れ単年度ごと充分の成果をあげてきたが,なお和

み放しとなった問題もある｡これらの成果は印刷

公髭され,あるいはその準備がなされている｡

(文臼 :景山 節 )
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6)サルに見られる成人T細胞白血病ウイルスに

関する研究

●
tfE進者 :野深 謝 ･-̂t;i TTI･相 .巧馳治 ･

竹巾 修 ･松林mnJ]･岬揮 弼

1982年,三好らにより水研究所のニホンザルか

らヒトの成人T細胞白血柄(ATL)の特発抗原

(ATLA)に対する抗体が花琉度に検出された｡

ニホンザルで検出された抗ATLA抗体に対応

するウイルスについて,サルを取扱っている研究

所として,ヒトのATLVとの異同,病原性の有無,

ヒト･サル問の水平感染の有無等に関心がもたれ,

それらの点の解明が忙がれた｡また,所外の研究

者の研死の希望も多かったことから昭和58年度.

昭和59年度の2年間,計画共同研死としてサルの

ATLⅥ衣ウイルスの研究を取 り上げ,上記の点の

研究の推進の場をATLVm究者に提tJtすることに

なった｡この計画共同研究では,サルのATLVそ
のものの特徴を明らかにすること,ヒトのATLV
のモデルとして伝播様式の実験的な解析が行われ

た｡

各研究者の間の研究内容の重複はかなりあるが

以下,共同利用研究の内容を示す｡サルのATLV
の特徴を明らかにするために,a.詔長類研究所

において飼育されているサルの抗ATLV抗体の戯

性率の調査(三好 ･吉本 ･藤下 ),b.変只研究

部門において収袋 ･保存している血祭を検索する

ことにより野生状態で各種詔長類非団がどの程度

抗ATトⅥ克体を保持しているか検討する(ニホン

ザル 速水･辻元 ･石川,ニホンザル以外の詔長

獄 山本),C.サルのATLVそのものの超微形

態学的,免疫学的手法を用いた検討 (日田ら,三

好ら,佐野),d.サルのATLⅥ買性,サル細胞

株の樹立とウイルスゲノムの分析(石臥 三好ら,

日沼ら,通水ら)等,を行いサルのATLⅥ叢ウイ

ルスの特徴を明らかにし,ヒトとサルのウイルス

の関係を比較した｡また,サルのATLV様ウイル

スの特徴を明確にすることにつながることでもあ

るが,ヒトにおいては実験的な解析の難しいAT
LVの伝播様式を,抗ATLⅥ克体例性ザルを用い

て検討し,水平感染および垂由岱決の可能性をみ

た(平山･宮原 ･小孔 三好ら,通水ら)｡

2iFに班る研死により,サルのALTVに関する

柾々の知見がもたらされT:｡評しくは,各研究者

の本年相和告･論文をみていただくことにしてお

おづかみに結nl･を紹介する｡ 1.抗ATLV抗体をも

っこホンザル山采の.)ンパ球でATLV抗rJ講のll-･花

が証明され,培iriリンパ球よりC刑ウイルス粒子

が山現している｡C生せウイルスの自然岱肘 こJ:り

抗ATLV抗体が在生されることが示された｡2.ヤ

クニホンザルを含むニホンザル2.650頭のうち,

670u7i(約25C/0)に抗体があった｡抗 T̂LV抗休

を保有するこホンザルの分科 ま,ヒトのATL流
行地域の九州地方に限らず,本州非流行地域 も含

めて四国を除く全国に分布していた｡3.ニホンザ

ル以外の霊長類では,これまでのところ,原払

新世界ザルでは抗ATLⅥ元体陽性例はみられてい

ない｡一万,旧世界ザルではM zcaca属に苗銚皮

でみられている他,軸 O,CeT･COPlthecus等,オ

ナガザル亜科において抗ATLⅥ完体陽性個体がみ

つかっているが,コロブス亜科においてはこれま

での荊,助性個肘まみられていない｡類入校では

調査個体数の【川越もあるがチンパンジーのみで助

性個体がみつかっている｡4.抗ATLⅥ克体戯性個

体のリンパ球より作成されたATLV様産生株は非

B型であるが,非T_qlのものもみられている｡又,

核内DNAに組込まれているサルのALTVプロウ

イルスはヒトのATLVにある各辺伝子と訪い相同

性はあるが,制限酢剤 こよる,制限地はヒトのそ

れとはjTq･なっていた｡また,詔長狭各柾のプロウイ

ルスの問でも制限地図にも差がみつかっている｡

従ってサルのATLVはヒトのそれとかなり相同性

は柘いが同一のウイルスではなく,速水らはST

LVと呼ぶことを提唱している｡

サルにおけるATLⅥ莱ウイルスの伝播様式につ

いては,サル抗ATLⅥ易性細胞と陰性細胞の混合

培掛 こより,陰性細胞がC型粒子を産生する協性

細胞に変わりうろことから,C型ウイルス粒子が

感染しうろことがわかっていた｡抗ATLⅥ靭性の

妊娠ザルから帝王切開により得られた胎児のうち

一部の個休でのリンパ系組織において,ATLV抗

原が検出されウイルスの母親から胎児への亜群感

染が明らかにされた｡水平感染にLMしては.松性

雌と蹴性雄の同居実験からその可能性が示唆され

た｡

これらの紡朱を総合すろとサルのATLVはヒト

のそれと非'.Wこよく似た近緑のCyJ.ウイルスで,

通7iYは核円DNAに和み込まれプロウイルスとし

て存在するが,C型ウイルス粒子を生推し垂酌 ･

水平感染しうる｡一万,抗体同性サルの地坪的分
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布様式がヒトのそれと大きく異なること,プロウ

イルスDNAの制限地図に種円で変異がないのに

矧Li]に変異がみられていることから,サルとヒト

のl馴こ水平感染はもしあったとして も非常に少な

いことが考えられる｡また,これまでの所,サル

ATLVによりサルの間で白血病が生じたことが明

らかな例は知られていないのでサルのATLVのヒ

トに対する影響は殆ど無祝しうるのではないかと

考えられる｡一方サルのATLVの間の種間変異が

存在すること,抗体陽性個体の出現が霊長類の系

統Lu係を反映していることなどから,ATLVを霊

iiyiの系統の研究に利用しうる可能性も示唆され

た｡

(文責 :野揮 謙)

5.共同利用研究の現状とアンケ

ー ト調査の集約 ･分析

1.はじめに

本研究所における共同利用研究は昭和44年に開

始され現在に至っている｡この間,延べ709件

(1237名 )の研究が実施され, tt共同利用研究報

告"節-Pf(1984)1)にある様な研究成果を収め

T:｡昭柵 8年度共同利用実行委員会2)は,今後の

共同利用研究の改善ならびに活性化を図るための

資料として,運営委員会での討議をふまえて研究

総出等にI児するアンケー ト調査を実施した｡また,

本アンケート調査の集約 ･分析に当た り,過去10

咋闇の共同利用研究における下記重要事項の推移

についても検討した｡

A.共同利用研究における応募.予算およびサル

頬使用状況の推移

t桝L144年に22件 (応募25件 )でスタートした共

同利川研死は昭和59年度現在76件 (応募90件 )に

至っているが,図 1には50年度からの応募および

採択件数の推移を示した｡50年度以降減少した応

矧 !r･故は,54年度では紛件を下回 り46件(採訳数

38件)に落ち込んでしまった｡56年度においても

この応募状況の低減化が回復する兆しは見 られな

かった｡この時期の応幕内容をみると毎年の応募

者に固定化が目立ち,採択された研究課題におい

ても新しい研究内容のものが少なくなっていた｡

共同利用研究の停滞に歯止めをかけ,より活性化

するためには単に所列からの応募を待つだけでな

く,所内研究者による積極的な対応が迫られた｡

具体的には,これまで実施して来た ｢課超研究｣

方式を56年度限りとし,57年度からは新たに所円

教官が立案 ･企画し,所外の研究者に呼びかけて

共同研究を推進する ｢計画研究｣方式を採用した｡

その結果,57年度以降の応募件数は急増した｡し

かも採択率を800/o前後に維持して釆たため,59年

度採択件数(76件 )は対55年度比にして220%に

透した｡

一方,これら共同利用研究の遂行に関連する予

算の動 きを図1に示したが,昭和52年度以降上昇

した予算街は55年度で頭打ちになり,その後の増

軌 まみられなかった｡いわゆる tt緊縮財政Mの影

響が共同利用研究の予算面にも表われている｡
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図1.共同利用研究予罪rm,応#件数
および採択件数の推移

57年度以降予算規模は縮少に転じたが,採択数は

｢計画研究｣の導入により増加した｡従って,図

2に示す様に57年度以降の1課題当たりの配分旅

班および投資は年毎に少憩化した｡ちなみに,59

年度の 1課題当たりの平均配分旅焚 (7.4万円)

1)ラ17都大学詔長類研究所共同利用報告,質-号,共同利用研究概要 (1984)｡

2)波辺 (委員長 ),束,目片,小嶋,中村,松林
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